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建築部材部品の形状確認における
３次元計測技術活用に関する研究（１）

研究背景

施工計画書で示される品質管理における形状確認の方法について、部材部品の要
求精度等に応じた適切な３次元計測方法であるかの評価に関する技術資料の提供

品質管理における３次元計測技術の活用
• 建設作業員減少に対する現場作業の省力化

• 建築生産／施工へのデジタル技術導入のし
やすさ

• BIMと連携、複雑な形状を合理的に計測
• 従来の方法では計測困難な形状への対応

品質管理に適した３次元計測方法の検討(a, c)
• 現在の形状確認の方法や３次元計測技術の活用動向に

ついての調査と整理
• 比較照合ソフトウェアの試験実装

部材部品の全体形状の取得実験(b, c)
• ロボットやマーカ等を活用した計測方法と取得される

複数の点群データの処理についての検討

形状確認の知識の形式化についての検討(d)
• 計測データが設計ルールに即していることを確認する

方法の検討

研究目的と方法

設計データ
数学で表現される理

想的な形状

計測データ
歪みを持つ
現実の物体

３ 次元での比較照合の方法？

・ 数値で詳細に表されることで誤差が明確化
・ 発注／受注者間での合意に影響

照合

建築工事標準仕様書等への新技術活用に関
する追記の必要性

形状確認への３次元技術活用の課題
• 計測方法やソフトウェアそのものの信頼性
• 部分ごとの計測↔形状全体の計測

(a)３次元計測機器

による点群データ
の取得

(b)複数の点群
データの結合

(c)3次元モデルと

点群データの比較
照合

(d)比較照合の
形式知化／自動化

複雑な形状の建築部品の例：3次元プリンタ1)
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品質管理のための形状確認に関する
文献等の調査
• 製品検査等における計測要素の整

理：距離や角度、平坦さ等

３次元計測技術の活用動向の調査
• ソフトウェア処理の検討、以下B）

について設計及び実装
• A）計測方法や機器に固有の処理

• 精度良く計測するための処理、他

• B）機器等に依らない共通の処理
• ３次元モデルと点群データの位置

合わせの処理、他

３次元モデルと点群データの比較照合ソフトウェア

試作ソフトウェアの概要

調査から要件等を整理し、CADで設計

した３次元モデルと３次元計測機器で
取得される点群データを比較照合する
ソフトウェアを試作

ICPアルゴリズムによる位置合わせ

面外方向への
(a)ばらつき無し
(b)ばらつき有り

３ 次元モデルの断面

(a)

(b)

点群データの生成プログラム

• 3次元モデルの面をもとにラ

ンダムに点を発生させ点群
データを生成

• 面外方向のばらつきの距離
を任意に設定

• 擬似的な計測機器の
測定誤差

３次元モデルと点群データの比較照合ソフトウェア

• ３次元モデルと点群データの位置合わせ

• ３次元モデルの面と点群データの座標点の距離等
を算出

3次元モデル
（設計物）

点群データ
（計測物）

研究の実施状況：比較照合ソフトウェアの試作

面外方向へのばらつき無しの場合 面外方向へのばらつき有りの場合 点群の密度が疎の場合

３次元モデル

点群データ
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